春 日 雑記 



1 干 田國士 



ところで、 私が 最も 奇怪に 思 ふの は、 われわれ は、 

その 「知らない」 こと を 計算に 入れずに、 あれこれと 

判断め いた もの を 下して ゐる ことで ある。 

「すべて を 知って ゐる」 ものから みれば、 それらの 判 

断が 噴飯に ffi する であらう， J と はまこと に 想像に あま 

りが ある。 

しかし、 また 一方、 ある こと を 「知って ゐる」 から 

その 判断 は 常に 正しい と 云へ ない ところ も ある。 また 

よくした もので、 「すべて を 知る」 とい ふこと は、 当の 

人間が 信じて ゐる ほど 容易な ことで はな いので ある。 
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